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北大水産業報
26(3)， 289-301. 1肝5.

ν ‘ / の 脂質 闘す る 研究

第11報 北部オホーツクニシンの脂質について

近 藤 尚*

Studies on the Lipids of Herring 

11. The lipids of the Northern Okhotsk herring 

E五sashiKONDOホ

Abstract 

The fa悦yoil ∞nten旬， iodine values， Un8晶，pon温ablema悦er∞n句n旬晶nd
the fatty晶cidcompωitions of the fatty oil目 ofthe herring caught in the 
Nor出.ernOkho旬kSe晶 in1970 and 1971 were presen句dω，mp目的ively. The 
inO.uence of the seasons and the zones of ca'旬hing阻 d也he関 xu晶Htyof herring 
晶mongもhemwere inve的，iga飴d.
お isnoteworもhyもbatthe ∞m旬凶，8of 022制 idin the herring oils of 1970 
were sign温ωntlyhigher色，hanthose of 1971. The oils ofぬ.eNorthern Okho旬k
herring were ch釘品目刷izedby higher unsapon温油lemat旬r ∞nぬnts，lower 
iod泊.ev晶lues，gr骨乱ぬ，rquantitiωof 0偽晶deωnoic品。id，oompared wiぬもho咽eof 
o出.erherring oils. 

緒 言

著者はさきに北東カムチャツカニシン(オリユ{トルニシン)について含油量変化，脂質の性状，

脂肪酸組成などを報告したがり，本報では北部オホーツクエシンの脂質について研究した結果を報告

する。

ニシンの脂質については，これまで宋平洋種および大西洋種についてそれそ.れ太平洋，大西洋.北

海，パルト海の各海域で得られた試料についてのデータが報告されているが，北部オホーツク海に生

息するニシンについての研究報文は全く文献中に見当らず本報が最初である。 これまでのニシン脂質

に関する研究報告をみると，アヲスカ太平洋ニシンに関する Robischのの研究では市販ニシン油を

用いており内臓油も混在していると考えられ，また北海ニシγに関する Lovernりらの研究は，ガス

クロマトグラフイ{の利用できる以前におこなわれメチルエステルの分別蒸留によって脂肪酸の組成

分析がおこなわれており.生化学的に成分を比較検討した研究報告は Ackman4)の報文があるだけで

ある。

本報では学術的に意義のあるデ{タを得るために，北部オホ{ツクの各地区別，時期別，性別によ

る太平洋種ニシγ検体を入手し，脂質の含有量，化学的諸性状および脂肪酸組成を詳細にしらベ，他

海域のニシン脂質に関するデータとの比較検討をおこなった。

キ北海道大学水産学部魚油{じ学講座

(Laboratory 01 G'hemiBtry 01 Fisk Oil， 1'<側 dty01 FiBkerie8， Ho泌aidoU:叫verBii勿)
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実験および結果

1. 試料

1970年および 1971年にオホーツク海北部海域において，ザケ・マス調査船により混獲された太平

洋種ニジンを地域別，時期別に9群に選別して試料とした。各群の捕獲地域，捕獲年月日および捕獲

地点は表1のとおりである。用いた試料検体の各群別尾数および生物学的測定の結果は表2のとおり

であり，各検体の年齢はすべて4年生であった。

2. 脂質試料の調製

各群ごとに各個体の処理をして体肉部を分取し Bligh& Dyerの氏法によって脂質を抽出分離した。

Ta.ble 1. Date α叫ゐωtion.01ωmpZing stati，側.

出trμ…|… rYear Loc抗ion

1 
No凶hぽn-

22 Augus色 54046'N， 141004'E 
2 sa油晶.lin 31Aseup思ω想m也，ber 55055'N， 152035'E 
3 17 53051'N， 144011'E 

4 Okho旬k 6 Sepωmber 1970 58033'N， 145oaO'E 

5 
2 798 A8Seeuppe旬加z的mmbb eer r 

57042'N， 152035'E 
6 Ta.uisk 58013'N， 142032'E 
7 58013'N， 153002'E 

8 Okho憾 31 Augus也 58040'N， 144033'E 
1971 

9 Ta.uisk 3 Sep色emb町 58020'N， 152030'E 

T油le2. Body le吋幼 andbody weight. 

Sex nGurmoubp -r l oNf 1s1mamhpm le 1M8nepan hb佃odmy)|lMmeaig，nMbo(dgy ) 
1 10 229.5 139.5 
2 12 225.7 131. 0 
3 6 227.7 132.0 
4 9 225.2 127.2 

Male 5 11 233.5 147.2 
6 s 215.0 99.3 
T 6 272.5 209.2 
8 8 229.0 133.0 
9 10 240.0 128.0 

1 10 223.7 125.5 
2 T 225.7 127.7 
s 9 240.7 150.8 
4 10 222.1 118.0 

Fema.le 5 10 229.7 133.1 
6 6 210.3 85.3 
T 6 279.5 235.8 
8 T 236.0 126.0 
9 10 242.0 124.0 

ー
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T油le3. LipU CI制的山 01herr初gflωha協d包畑叩仰拘ble例atterωntents
仇 theherr仇glipωa冊aflωh.

Lipid∞n旬n旬(%) Unl関 po凶.:fiablem抗飴r∞n加n旬(%)

in Lipid in Flesh 
Average 

Aver品ge (Aver乱ge)

1 10.8 2.4 
2 14.5 11.0 4.4 3.8 0.42 
3 7.8 4.5 

一 一
4 15.2 10.3 4.0 

4.6 
0.61 0.44 

Male 5 6.6 5.1 
6 3.4 4.8 6.2 6.1 0.29 
T 4.3 7.1 

一 一 一
8 15.6 4.0 0.62 

16.6 一 2.9 一 0.46 
9 17.6 1.7 0.30 

一 一 一 一
1 12.7 4.5 
2 14.6 12.5 2.1 5.0 0.63 
s 10.3 8.3 

4 10.1 10.3 5.4 5.3 0.55 0.54 
一Fm田 le 5 10.0 3.9 

6 7.7 8.2 6.1 5.5 0.45 
T 6.8 6.6 

一
8 13.2 2.1 0.28 

14.5 一一 2.3 0.34 
9 15.8 2.5 0.40 

えられた脂質の収量から算出された含油量は表3のとおりである。

3. 脂質の分析

脂質はアセトン処理をおこない，アセトン可溶部を分離して分析試料とし不ケン化物含有量および

Wijs法にもとずくヨウ素価の測定をおこなった。それぞれの結果を表3および表4に示した。またこ

のアセトン可溶脂質をメチルエステル化した上，ガスクロマトグラフイ{を実施した。その操作条件

は表5に示されたとおりである。ガスクロマトグラムより算出された脂肪酸組成を表6-表7に示し

Tこ。

考 察

1. 含油量について

ニシンの場合，合油量は産卵期に最低で索餌期に入ると急激に上昇することが知られている。北東

カムチャツカニシンりでは6月初旬の産卵期で約 596. 索餌期の最高では約 2096に達する。 8月か

ら9月にかけての北部オホーツクニシンは一般に 1096以上の含油量を示し既に索餌期に入っている

ものと恩われる。た立タウイスク地区の試料は他地底の試料に比べて低い値を示しているが， これは
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Table 4. Icxline叫旬伺 01the her巾 gZipid8. 

Experimen伽l Calcul品加d
Sex 

Average Aver晶g自

1 128.5 106.0 
2 133.7 130.9 101.8 101. 7 
3 130.4 97.5 

4 123.0 124.6 115.2 

M為，Ie 5 105.9 96.2 
6 120.7 119.9 100.3 100.9 
T 133.2 106.2 

8 129.5 
130.5 

116.6 
9 131. 4 96.3 

1 123.9 108.6 
2 118.8 122.6 104.2 105.4 
s 125.0 103.5 

4 117.9 120.5 115.8 

Fem乱le 5 122.3 110.0 
6 111.5 121.1 97.7 104.5 
T 129.4 105.7 

8 133.5 
133.0 

112.1 
9 132.5 103.3 

North-E品目色emKamchatka 110.8 

hAeIE品企h晶guPM述。 herring21 145.0 
Can晶daP:品。ificherring4) 129.8 
。畠n乱d晶 Atl晶nもiche町ing'l 127.8 

NB晶o四luoBghimBnthnmf》hgn 
131. 8 

一
North Sea herring') 140.4 

Tぬle5. Operat仇geonditio倒 01伊 8・liquidc1vro例atography.

Instrumenも

Column 

Column temp. 

Carriぽ gas

De飴0色er

Ym噸moωGCι5DH

I的~ diethyl回.e-glyも01阻 ccinaぬ onChrom佃orb
W.AW. (80-100 mesh) 3mm i.d. x 150岨

1950C 

Nl' Column inl的関側四 0・8-1.0kg/cm

FID， Hs 15叫畑.in.， Air 600 ml畑.in.
A銚enua'色ion1/16， Sen8制吋勿 10
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同地区が三地区の中で最も水温の低い水域であるために産卵，索餌の時期が他地区より幾分おそくな

っているものと推定される。

表3によると性別による判然とした差異はないが，地区別，年次別では明確な差異がある。 1970年

では雌雄ともタウイスク地区が特に低く，年次別では 1971年の方が 1970年よりも合油量が多い。ま

たタウイスク地区のものに関しては両年ともその捕獲時期に殆んと.差異のないにもかLわらず. 1971 

年が前年よりも遥かに高い値を示している。これらの相異は試料の採取年を異にした水温，食餌量な

どの生活環境によるものと考えられる。

2. 不ケン化物含有量について

表3によると 1970年の試料では雌雄ともに 4-596であるが 1971年の試料では 2-396とやL低

い値が示されている。これは含油量と相関々係があり，北東カムチャツカニシンりの場合体肉中にお

ける不ケン化物の絶対量は 0.1-0.296で全体的に殆んど差がないと報告されている。北部オホーツ

タニシンにあってはその絶対量を見ると 1970年の場合タウイスク地区のものが他地区に比べてや L

低い値を示し，雌雄では雌の方が雄よりもやL高い値を示しているのに対し.1971年の場合ではオホ

ーツク地区の試料で逆に維の方が雌より高い値を示している。体肉中の含量について平均値をとると，

1970年では 0.44-0.5496.1971年では 0.34-0.4696でこれらの値は北東カムチャツカニシンの 0.1

-0.296よりも高い値である。これは生息環境を異にする食餌の相異に基因するものであろう。

3. ヨウ素価について

表4によると北部オホーツクニシンの場合，全体を通じて Wijs法による実験値は 120-130程度の

値で地区別，雌雄別による大差は見られない。た!>:1971年のものが前年よりもやL高い値を示して

いる。ヨウ素価はその脂質の構成脂肪酸によって変動し，脂質の成分は食餌中の脂質成分に大きく左

右される。このことは北東カムチャツカニシンにおいて近藤1)が認め Lovernのも北海ニシンにつ

いて同様の説明をしている。このことから 1970年と 1971年のヨウ素価平均値が地区別にまた雌雄

別に，極くわずかながら差異のあることは食餌中の脂質成分に影響を受けているものと推察され， か

っ両年に亘って含油量の相異している点も関連していると思われる。 Ackman4) は脂質の構成脂肪酸

から理論的に算出したヨウ素価の値が Wijs法による実験値よりも常に 5-10低い値を示したことに

ついて，不飽和酸が抽出過程で酸化されてポリマーを生成するためであろうと述べている。本実験の

結果では 10-25の数値差が認められ実験値と計算値との差に関し Ackmanの実験結果よりも大きな

数値を示した。これらの原因はよく分らないが魚泊中のポリエン酸組成は複雑で、あるので， ガスクロ

マトグラムにおけるピークの同定のやり方によることも考えられ，また実験中に検体の一部が重合し

たLめに生じた結果かも知れない。

4. 主要脂肪酸の組成について

構成脂肪酸のうち主要脂肪酸について地区別，性別および年次別にその平均値を表8に示した。な

お比較数値として 3海域からえられた太平洋種ニシン 4海域からえられた大西洋種ニシンについて

の各数値も掲げた。北部オホーツタニシンではC16酸が最も多く 26-3396を占めているが年次別で

は 1971年の方がやL多い値を示している。他海域のニシンにおいては C16酸が最大値を示している

のは北東カムチャツカニシンのみで，カナダ太平洋ニシンとパルチックニシンりは C18酸，アラスカ

太平洋エシンと北海ニシンは ~o 酸，カナダ大西洋ニシンとノルウエ{ニシンη は C22 酸がそれぞ

れ首位を占めている。これらの結果からニシン脂質として炭素数別による脂肪酸含量の特徴的なもの

は見られない。結局は食餌性の各海域的相異によって種々異った脂質成分となるものであろう。

C18酸は全体的に大差はなく 24-2796の範囲内である。他海域のもので・はパノレチックニシンが約
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Table 6. Fatty aciaωmpωit伽ω01偽eMrバ吋 lip必8(male). 

十手町 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

12:0 0.1 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.3 0.2 
13:0 tr tr 0.1 色r tr もr もr 0.1 0.1 
14:0 11.1 9.6 10.2 9.4 14.6 10.1 10.4 7.3 14.3 
15:0 0.4 0.4 0.4 0.5 0.4 0.6 0.5 0.9 0.6 
16:0 19.4 18.7 19.9 17.0 19.7 20.8 16.9 18.8 17.8 
17:0 1.6 1.3 2.0 0.9 0.9 1.9 1.3 1.4 1.0 
18:0 1.4 0.7 1.1 1.0 0.6 1.4 1.6 1.1 0.9 
19:0 0.6 0.5 0.7 0.5 0.7 1.4 0.5 0.7 1.3 
Sat.もoもal 34.6 31. 3 34.6 29.4 37.0 36.3 31.3 30.6 36.2 
12:1 七r もr もr tr 色r もr tr 0.1 0.1 
13:1 tr tr tr tr 0.1 世r 0.1 0.1 tr 
14:1 0.4 0.5 0.3 1.1 0.7 0.6 0.6 0.6 0.4 
15:1 0.1 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.4 0.3 0.3 
16:1 9.3 8.5 10.5 9.0 10.1 10.3 8.3 12.3 15.0 
17:1 0.6 0.5 0.5 0.7 0.8 0.5 0.8 1.2 1.2 
18:1 17.2 19.8 18.1 16.8 17.1 22.1 20.1 22.8 19.1 
19:1 0.2 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.3 
20:1 11. 8 13.6 13.3 12.9 11.4 8.8 14.9 8.2 7.0 
22:1 9.4 9.4 7.5 11.9 8.5 6.5 8.7 1.8 2.9 
Mono. total 49.0 52.6 50.6 52.7 49.0 49.1 54.1 47.6 46.3 
13:2 0.3 0.4 0.3 0.5 0.6 0.5 0.1 一
17:2 一 一 一 一 0.9 0.9 
18:2 0.9 0.6 0.6 1.1 0.7 0.9 0.7 1.3 1.3 
18:3 0.3 0.5 0.3 0.4 0.3 0.2 0.1 0.4 もr
18:4 3.4 3.2 3.5 3.7 3.4 3.9 2.2 3.4 3.2 
20:2 0.4 0.5 
20:3 一 一 一 一 4.5 4.8 
20:4 2.5 2.7 2.7 2.3 2.0 1.1 1.6 1.2 1.0 
20:5 6.1 6.8 7.2 5.9 4.2 5.3 6.0 5.9 3.9 
22:2 一 一 0.6 0.6 
22:6 2.9 1.8 4.1 2.7 2.8 4.0 2.9 0.7 
Poly.もotal 16.4 16.0 14.6 18.0 13.9 14.7 14.7 21.5 16.9 

3596と特に高い値を示しカナダ太平洋ニシンが2796で近似的である以外は，すべて北部オホーツク

ニシソより低い値である。

~2 酸については 1970 年のものが 1296 前後であるに対し 1971 年のものは 4-596 と著しい差が

認められ，特異的な様相を示した。北海ニジソについては Lovernのが 22.496のら2酸を認め，他

魚種の脂質に比較して特異的に多量でありニシン脂質成分の特徴であると述べているが， カナダ大西

洋エジンが 27.496. ノルウェ{ニシンが 33.796と高く，アラスカ太平洋ニツソが 18.896.北東カム

チャツカニシンが 15.296. カナダ太平洋ニシンが 17.796と低い値であることから. ~2 酸含量の多

少はむしろ太平洋種と大西洋種との聞のはっきりした相異点であるように恩われる。

C18酸が 24-2796と変動の少ないことは他の主要脂肪酸の総和も変動の少ないことを意味してい

る。炭素数の大小についてそれらの関連を知るために C14 酸と C16 酸の総和および ~o 酸と ~2 酸

の総和の各変動を比較したのが図1である。その結果によると明らかに荷総和はその変動が対照的で

ある。このことは生体内における脂肪酸の相互変換に関連があるものと推察される。
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T晶，ble7. Fattyω:iaω例戸時め制。ifthe herring Zip似8(fenωle). 

言1?1 2 3 4 5 6 7 8 9 
12:0 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 0.1 0.2 0.8 0.2 
18:0 主r tr tr tr tr 色r tr 0.1 0.1 
14:0 9.4 11.4 10.5 11.0 12.0 12.6 12.1 12.7 15.7 
15:0 0.8 0.5 0.8 0.8 0.8 0.5 0.5 0.6 0.5 
16:0 20.7 19.5 19.0 17.1 17.0 19.8 19.1 19.1 15.9 
17:0 1.2 1.2 1.9 1.2 0.9 1.1 1.2 0.7 1.1 
18:0 1.4 0.7 1.1 1.0 0.6 1.4 1.6 1.1 0.9 
19:0 0.8 0.6 0.6 0.8 0.7 0.7 0.9 1.8 1.7 
S凶.もo句l 83.8 84.4 83.5 81. 0 82.2 85.8 35.2 35.6 36.0 
12:1 0.1 もr 色r 世r もr 0.1 0.1 0.2 0.1 
13:1 tr tr もr tr 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 
14:1 0.4 0.6 0.4 0.4 0.5 0.5 0.5 0.6 0.5 
15:1 0.2 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1 0.3 0.4 
16:1 9.7 10.8 11.3 8.9 10.8 12.2 9.8 10.9 13.6 
17:1 0.6 0.7 0.7 0.5 0.5 0.6 0.6 1.4 0.9 
18:1 18.8 15.5 20.0 18.5 19.3 26.4 16.7 19.4 19.8 
19:1 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.3 0.9 
20:1 11.6 12.8 10.4 12.2 11.2 6.9 12.8 9.9 7.5 
22:1 8.1 8.5 8.5 9.9 8.5 4.2 8.6 1.7 2.4 
Mono.色o凶 49.6 49.3 51.6 50.6 51. 2 51.3 49.4 44.8 45.7 
13:2 0.3 0.5 0.2 0.5 0.4 0.5 0.2 一
17:2 一 一 0.8 0.4 
18:2 0.9 0.7 0.8 0.8 0.4 0.6 0.6 1.4 1.4 
18:8 0.4 0.7 0.4 0.5 0.5 0.2 0.8 tr 
18:4 8.2 8.7 2.5 8.6 2.9 2.2 2.3 2. 3.1 
20:2 一 O. 0.9 
20:3 一 4.8 4.8 
20:4 1.1 2.9 2.3 2.7 2.5 1.3 2.0 0.4 1.0 
20:5 6.7 5.4 6.5 6.3 6.7 4.6 5.9 5.0 5.2 
22:2 一 一 0.5 0.7 
22:6 3.8 2.2 2.8 4.1 8.1 8.6 4.0 2.5 0.8 
Poly.もotal 16.4 16.1 15.0 18.5 16.5 13.0 15.3 19.4 18.3 

Q。酸に関しては含有量が約 2096で，カナダ太平洋ユシン， ノルウェーニシンと近似しているが，

アラスカ太平洋ニジンおよび北海ニジγは24-2896で高く逆にパノレチックニシンは約 1096でとくに

低い値を示しているのが特異的であり，各海域により差異が大きい。

いずれにしても生体内における脂肪酸の相互変換を考えるならば，海域によりまた試料係取時期に

よりそれぞれ違った億を示すのが当然であると恩われ， ユシン脂質としての一定の特異性をその中か

ら見出すととはむずかしいようである。

5. 飽和酸，モノエン酸，ポリエン酸について

各酸それぞれの総量について年次別，性別，地区別の値を表911:示した。また比較数値として他7

海域のニシンについての各数値をも掲げた。飽和酸については両年ともに大差はないが性別では雌魚

の方が維魚よりやL多い値を示し.また地区別ではタウイスク地区のものが他地区のものよりやL多

い値を示した。その量は凡そ 32-3696で他海域のニシンに比べてより高い値である。
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Tab!e 8. M，仰向勿 acidωnte胸仇 theZ伊仙 01the N orth Ok.加tsk
herring仰 dolother herring8. 

伽 1 sea area 1 y，蹴 1 14 1 16 114+ 161 18 I 20 1 22 1却 +22

N.S 10.7 28.8 39.5 23.9 22.2 10.3 32.5 
O 10.5 26.0 36.5 23.0 21.1 16.0 37.1 
T 1970 12.3 28.7 41.0 25.1 18.4 11.1 29.5 

Male 
Aver品，ge 11.2 27.8 39.0 24.0 20.6 12.5 33.1 

O 7.9 31.1 39.0 29.0 20.2 5.3 25.5 
T 1971 14.7 32.8 47.5 24.5 17.2 4.4 21.6 

Average 11.3 32.0 43.3 26.8 18.7 4.9 23.6 

一
N.S 10.9 30.3 41.2 23.7 19.9 11.1 31. 0 
O 11. 4 26.0 37.4 24.3 21. 2 14.0 35.2 
T 1970 12.7 29.6 42.7 25.3 18.0 10.7 29.0 

Fem乱le
Average 11.7 28.6 40.3 24.4 19.7 11.9 31. 6 

O 13.3 30.0 43.3 25.1 20.6 4.7 25.3 
T 1971 16.2 29.5 45.7 24.6 19.4 3.9 23.3 

Aver品ge 14.8 29.8 44.6 24.9 20.0 4.2 24.2 

North-E銅色ernKamchatka 12.0 27.4 39.4 22.8 I 17.9 15.2 33.1 
Ahleωrh ringPH Mi貧.cherring21 6.8 23.2 30.0 20.9 24.2 18.8 43.0 
Canad晶 P品。ifiche町ing叩 5.9 25.9 31. 8 27.2 20.1 17.7 37.8 
C晶n晶d晶 At!anもicherring剖 6.7 23.8 30.5 17.3 23.2 27.4 50.6 
Norwegian herring7l 6.4 18.0 24.4 18.0 20.8 33.7 54.5 

BdUChSeBr晶rin沿gr削ing2 5.1 30.8 35.9 34.7 10.4 13.3 23.7 
N orth Sea hrrin2' 1 7.8 19.5 27.3 20.2 28.2 22.4 50.6 

モノエン酸については 1970年が約 50%であるに対し.1971年では 45-47%とやL低い。他海域

のニシンはアラスカ太平洋ニシンがやL近似的で、パルチヅクニシンは低く， その他海域のニシンは北

部オホ{ツクニシンより高い値を示している。

ポリエン酸については性別，年次別とも 16-19%と大差がなく， カナダ友平洋ニシン， カナダ大

西洋ニシン，北海ニシンとほ 2似た値であるが，北東カムチャツカニシンよりは幾分高くアラスカ太

平洋ニシン，ノルウェーニシン，パルチックニシンよりは低い。またポリエン酸については同年とも

タウイスク地区のものが他地区のものより低い値を示したのが特徴的で， このことは飽和酸において

全く逆の傾向を示している結果に対し対照的である。

6. 不飽和度と関連のある諸数値について

Ackmanらのはポリエン酸中のリノ戸ノレ酸型不飽和酸およびリノレン酸型不飽和酸のl増減がニシン

脂質の不飽和度に関連があるものと推論し，リノレン駿型の C18• C20' 42各不飽和酸の量比， リノ{

ノレ酸型不飽和酸の総和とリノレン酸型不飽和酸の総和との量比などの数値とヨウ素価との関連を追求

した。その結果からリノレン酸型不飽和酸においては C22/C20はヨウ索価の増加とともに減り，

α0/CI8. C22/C18はいずれもヨウ素価の増加とともに増す傾向があると指摘している。またリノ{

ル酸型不飽和酸の総和に対するリノレン酸型不飽和酸の総和の比もヨウ素価の増減に比例した変化を

示すと述べている。
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T油le9. Q隅 ntitiea01ωω，rate4， mO'Iω側 oic，polye加 ，ieaeid8仇 theZipid8 
01 the N町tk0肱ot8k恥rri吋仰d010tker8. 

司二:ト saもur晶，ted， acid Mon.田noicacid Polyenoic品。id
I Av叫 e Aver晶，ge Aver晶，ge

1 34.6 49.0 16.4 
2 31.3 33.5 52.6 50.7 16.0 15.7 
s 34.6 50.6 14.6 

一
4 29.4 32.6 52.7 51. 4 18.0 16.0 

一 一M畠.Ie
5 37.0 49.0 13.9 
6 36.3 34.9 49.1 関.7 14.7 14.4 
T 31.3 54.1 14.7 

一 一一一 一 一
8 30.6 

33.4 
47.6 

47.0 
21. 5 

19.2 9 36.2 4-6.3 16.9 

1 33.8 49.6 16.4 
2 34.4 33.9 49.3 50.2 16.1 15.8 
s 33.5 51. 6 15.0 

一
4 31. 0 33.1 50.6 50.5 18.5 16.4 

Female 5 32.2 51. 2 16.5 
6 35.8 84.4 51.3 50.6 13.0 14.9 
T 35.2 49.4 15.3 

一 一 一 一 一
8 35.6 

35.8 
44.8 

45.3 
19.4 

18.9 9 36.0 45.7 18.3 

North-Eas句'mKa.mchatka 56.4 12.7 

Aα白hIm明魁幽岨匙血恒aAgPpPA' Mahd遇&a。uhhen厨hTa昔h包rahgE・Bp 3 25.8 47.4 24.4 
24.7 54.6 19.9 
20.9 ω.0 19.7 

NBN晶oomlrももihoBdShmesr晶rhhheBfrRr》hingg山n 
17.4 57.9 24.0 
28.6 34.9 30.8 
25.9 58.7 15.4 

北部オホーツタニシンについてしらベた結果は表 10のとおりでヨウ素価の変動との関連を図示し

たのが図2である。年次別，性別の理論的平均ヨウ素価と各量比の数値とはほ立比例的に変動してい

る。た1:22w3/2Ow3の数値が Ackmanちの指摘する傾向と異なった変化を示した。この点に関して

はガスクロマトグラフィーにおけるピーク同定上の差異によるものか， あるいは本試験試料の特殊性

によるものかは明らかでない。また各海域のニシン全体を通じて上述の関連をしらべると.北東カム

チャツカニシンおよびノルウェ{ニシンの場合においても Ackmanらの指摘した傾向に合致しない結

果が表示されているが，これらの理由についてもまだ分らなし、。

要 約

北部オホーツタニシンの脂質についてその含有量，化学的性状およびガスクロマトグラフィーによ
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Table 10. Rati08ωncemi.ηg lhe iodin.e叫匂ω仇 thel伊idsolthe N例 h
Okho帥 herri吋 and01 other8. 

20w3f18w3 22w3f18w3 22w3/2Ow3 Iw3fIw6 
Sex No. I Av明。 I Average I Average AV1也r何~

1 1.65 0.78 0.48 3.74 
2 1.84 1.79 0.49 0.64 0.26 0.37 3.73 3.60 
3 1.89 3.33 

一
4 1.44 1.64 1. 00 O.ω 0.69 0.50 4.15 4.29 

一Male 5 1.14 0.73 0.64 3.93 
6 1.29 1.68 0.68 1.05 0.53 0.44 6.10 I 5.13 
7 2.61 1.74 0.67 5.35 ! 
一 一
8 1.5/1 

1.39 
0.76 

0.49 
0.49 

0.34 
1. 58 

1. 27 9 1.22 0.22 0.18 0.95 

一
1 1.86 1. 06 0.57 7.05 
2 1. 23 1.78 0.50 0.78 0.41 0.44 3.33 4.72 
s 2.24 0.79 0.35 3.77 

一 一
4 1.54 1. 79 1. 00 1. 03 0.65 0.58 4.14 4.61 

Fem!tle 5 1.97 0.91 0.46 4.55 
6 1. 92 2.05 1.50 1. 32 0.78 0.64 5.58 4.98 
7 2.27 1.54 0.68 4.81 

一一一一一一一一一
8 I 1.43 

1. 56 I ~.!! I I O. 49 I ~. ~~ o:2a1 10・ 0.15 0.33 

Nor色h-Ea島知'mK畠mchatk晶 2.04 1. 63 7.59 
herringll 

A白白NBNhぽdg抽血a鎚也w血也e噌晶晶hEh岨aAM晶U由岨hh岨ifi唱周0a 出・託T3hhhnaahaEp司n四d，nteha》g' ・3

5.38 3.21 0.60 32.90 
4.14 2.70 0.66 11.20 
2.92 2.24 0.77 7.50 
1.46 1.70 7.80 
1.89 2.86 1.52 

る脂肪酸組成の検索をおこない，漁獲年次別，生息地区別.性別による異同ならびに他の7海域にお

ける太平洋種および大西洋種との比較検討をした結果を要約すると次のとおりである。

(1) 1970年と 1971年とでは後者の方が含油量大であり. 1970年ではタウイスク地区のものが他

地区のものより含油量が少ない。これらの差異は地区別，年次別による食餌環境の相異による

ものと恩われる。

(2) 体肉中の不ケン化物絶対量は約 0.3-0.596で，北東カムチャツカニシンの約 0.1-0.296に

比べると含量が大である。

(3) ヨウ素価実験値は 120-130で地区別.年次別，性別による大差はない。脂肪殴組成から算出

したヨウ素価理論値は実験値よりも 10-25低い値を示した。

(4) 主要脂肪酸含有量では C16酸が 26-3396で首位を占め， ついで C18酸の 24-2796が多かっ
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Fig.1. 

た。一般に他海域のニシンより C18駿の含有量がや L多い。 42酸は 1970年が約ロ%である

のに対し 1971年は 4-596と低い値を示したのが特徴的だった。

(5) C却酸と 42酸の合計量に対する C14酸と CJ6酸の合計量は対照的な変動を示した。

(6) ポリェγ酸含有量ではタウイスク地区のものが他地区のものに比べて低い値を示し，

が1971年に比較して低い値を示したのが特徴的であった。

本実験にあたり，御指導を賜った本学部魚油化学講座主任高木徹氏ならびに試料採取に御協力を賜

った本学部漁場学講座高橋豊美氏に対し，深甚の謝意を表する。
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